
令和 3年度 目的事業報告書 

１．事業名 落語とビジュアルアートのアニュアーレ＜北区未来噺を絵本に起す＞ 

2．事業内容 上方落語協会の噺家 8 名が披露する三題噺を、北区にある大阪デザイナー専門学校の

学生が鑑賞し、そこから着想を得て「一枚の絵」を製作し、展示会を行うプロジェクトを実施

しました。 

10 月 17 日に大淀コミュニティセンターで開催した落語会には様々な年代の方に来場い

ただき、半分は絵を学ぶ若い学生たちでした。その後 1月 22日に大阪デザイナー専門学

校で実施された「一枚の絵」審査会では、７名の審査員により 118作品の応募の中から最

優秀・優秀・入選作品１０点が選ばれ、2 月 19 日に天満天神繁盛亭で開催されたイベン

トで入賞作品の展示・表彰式を行いました。 

3 月 30 日から 3 月 31 日には「一枚の絵」原画展を実施し、全 118 作品を大淀コミュニ

ティセンターで展示しました。原画展当日は 10月に実施された落語会の様子も同時放映

し、センターを利用している方や区民の方々が自由に落語や学生の作品を鑑賞できる場

としました。 

３．実施日 

実施場所 

○令和 3年 10月 17日(日) 「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

○令和 4年 1月 22日(土) 「一枚の絵」審査会 

（実施場所：大阪デザイナー専門学校） 

○令和 4年 2月 19日(土) 「一枚の絵」表彰式 

（実施場所：天満天神繁盛亭） 

○令和 4年 3月 30日(水)～3月 31日(木) 「一枚の絵」原画展 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

４．来場人数 延べ約 150名 

５．協力 ・（公社）上方落語協会・会長 笑福亭仁智氏 

噺家：桂米輝/桂三幸/露の棗/桂三実/桂小鯛/笑福亭智丸/笑福亭笑利/桂あおば 

・大阪デザイナー専門学校 学生：３０名 

・偕成社 販売部取締役特販部長 西川稔氏 

・大阪大学大学院 工学研究科環境エネルギー工学専攻准教授/ 

NPO法人もうひとつの旅クラブ理事 福田知弘氏 

・SPACESPACE建築家/ツキイチ屋台女将 岸上純子氏 

・都心の田舎のユーチューバー 平井裕三氏 

6.次年度の 

 展望 

今年度は、大阪デザイナー専門学校の学生のみの出展でしたが、来年度以降は、アート

や美術を学ぶ北区を中心とした学生（専門学校・大学・高校・中学校）にも参加してもらい

ます。また、落語から得られるインスピレーションから「一枚の絵」を描き「絵本化への夢」を

追いかけながら、「将来の自分の夢」への第一歩の足掛けとなるプロジェクトとして、『落語』

と『ビジュアルアート』をマッチングさせた新たな試みを広めると共に、よりいっそう盛り上げて

いきます。 

周知方法として、You Tube配信（期間限定）を実施し告知を行います。 

年度末には、原画展を実施し、落語からのインスピレーションから生まれた「一枚の絵」を 

地域の皆様に観覧いただきます。 

 



添付資料① 当日写真 

 

＜「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」（10月 17日＠大淀コミュニティセンター＞ 

 

 

＜「一枚の絵」審査会（１月 22日＠大阪デザイナー専門学校）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜「一枚の絵」表彰式（2月 19日＠天満天神繁盛亭）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜「一枚の絵」原画展（3月 30日～3月 31日＠大淀コミュニティセンター）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料② チラシ 

＜「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」（10月 17日＠大淀コミュニティセンター＞ 
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＜「一枚の絵」表彰式（2月 19日＠天満天神繁盛亭）＞ 



＜「一枚の絵」原画展（3月 30日～3月 31日＠大淀コミュニティセンター）＞ 

 



添付資料③  「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」（10月 17日）アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021/10/17

通し番号 選択肢 回答数 割合

1 20歳未満 17 29.8%

2 20歳代 11 19.3%

3 30歳代 3 5.3%

4 40歳代 7 12.3%

5 50歳代 11 19.3%

6 60歳代 6 10.5%

7 70歳代 2 3.5%

8 80歳代以上 0 0.0%

合計 57 100.0%

通し番号 選択肢 回答数 割合

1 北区 7 12.3%

2 大阪市内 14 24.6%

3 大阪市外 36 63.2%

合計 57 100.0%

通し番号 選択肢 回答数 割合

1 たいへんよかった 49 86.0%

2 まあまあよかった 7 12.3%

3 あまりよくなかった 0 0.0%

4 その他 1 1.8%

合計 57 100.0%

通し番号 選択肢 回答数 割合

1 わがまち北区 1 1.8%

2 チラシ 6 10.7%

3 コミュニティ協会のホームページ 1 1.8%

4 知り合いから聞いた 7 12.5%

5 その他 41 73.2%

合計 56 100.0%

通し番号 選択肢 回答数 割合

1 大変満足 30 52.6%

2 満足 26 45.6%

3 不満 0 0.0%

4 大変不満 1 1.8%

合計 57 100.0%

新型コロナウイルス感染拡大防止策についての満足度はいかがでしたか

この催しを何でお知りになりましたか

本日の催しをご覧になった感想は

あなたのお住まいは

あなたの年齢は

1

2

3

4

5

1 20歳未満

30%

2 20歳代

19%

3 30歳代

5%

4 40歳代

12%

5 50歳代

19%

6 60歳代

11%

7 70歳代

4%

設問1 あなたの年齢は

1 北区
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2 大阪市内

25%3 大阪市外

63%
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0%

4 その他

2%

設問3 本日の催しをご覧になっ

た感想は

1 大変満足

53%

2 満足

45%

3 不満

0%

4 大変不満

2%

設問5 新型コロナ拡大防止策の
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ジ

2%

4 知り合い
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12%

5 その他
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設問4 この催しを何でお知りに

なりましたか



添付資料④ 「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」（10月 17日）アンケートご意見欄 

 

● お題が入っているか気になってしまう。 

    

● 係の方が親切で気分がよかったです。 

    

● 16:00終了を守ってほしかった。  

 

● とても佳い企画だと思いました。これからも毎年開催してくださると嬉しく思います。 

 

● 大変楽しませてもらいました。この企画、5年間ずっと追いかけていきたいと思いました。 

 

● 会場の雰囲気もよくて楽しかったです！ 

    

● 米輝さんのキュウリのキャラがインパクト強すぎて夢に出そうです。それぞれの持ち味が出ていて楽し

かったです。 

    

● 一人の持ち時間はもう少し短いほうが良い。 

    

● 8人の方の個性が出ていて、本当に楽しい時間でした。 

    

● 落語をライブで見たのは初でした。とても楽しかったです！  

   

● 2月がとても楽しみです。ビジュアルアートもどんなものになるかワクワクします！ 

 

● この企画、続けてほしいです。 

    

● 面白かったです。コロナ対策、様々な関係者とのやり取り、お疲れ様でした。受賞の際、BGM があっ

たら良かったかも。次回も楽しみにしています。  

   

● 噺の時間の上限はたしかにあったほうがいいなと思いました。初の試み、楽しかったです！ 

 

● 想像以上に楽しく、面白く、すばらしかったです。演者さんの大熱演、大満足しました。これからのま

すますのご発展期待しております。来てよかったです。  

   

● また次回楽しみにしています。おっしゃっていたように 10分以内で…（笑） 

 

 

 

 

 



1.事業名 キタのまちのニュースレター＜北区ふるさと・地域間交流＞ 

2.事業内容 商業施設の更新やホテル増などによる、まちの様変わりと「まちの記憶」に着眼し、特にマ

ンション居住者が９割を超える北区の現状や今後も増加する都心居住者らに「新しいコミ

ュニティ」へのヒントになり得るような「たのしみ」や「行動をともにする地区生活者の話」など

を中心に構成したニュースレターを発行しました。各号では地域コミュニティに関する様々

な分野の専門家に執筆を依頼し、北区の魅力を多面的に発信しました。また、北区内ば

かりではなく、北区に立地する道県事務所など広域交流が可能な取材先も取り込みまし

た。 

さらに、新たにコミュニティに参入したいと考えている方が地域の情報を得られるように多く

の方に届けるキタの情報を発信しました。 

3.発行 No.1：令和 3年 7月号 

No.2：令和 3年秋・冬号 

No.3：令和 4年冬・春号 

4.発行部数 各 30,000部 

5.編集・発行 北区民センター・大淀コミュニティセンター・都市コミュニティ研究室 

6.次年度の 

 展望 

マンション居住者や管理組合（自治会）などのコーナーも設け、今後も増加する都心居住

者の皆様の「新しいコミュニティ」へのヒントになる「楽しみ」や「行動をともにする地区生活

者の話」などを中心に構成したニュースレターを発行します。 

さらには、北区民センターや大淀コミュニティセンターの事業などの情報を発信・周知する

とともに、地域コミュニティに関する様々な分野の方やご利用頂いた地域団体に出稿協力

を依頼し、北区に寄り添い北区の魅力を発信し続けます。 

そして、地域住民の皆様に北区民センターや大淀コミュニティセンターが「気軽に」・「いつ

でも」・「誰とでも」・「地域コミュニティの場」として利用頂けるようの利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料⑤  

＜キタのまちのニュースレター No.1＞ 



 



 



 



＜キタのまちのニュースレター No.2＞ 



 



 



 



＜キタのまちのニュースレター No.３＞ 



 

 



 



 



1.事業名 扇町マナビバ マナビバ・フラ・カンファレンス＜環境循環型コミュニティを表現し楽しむ＞ 

2.事業内容 大淀コミュニティセンターで毎週金曜に行われているフラダンス講習会。講師はフラ教室”

ハラウ フラ オ メハナ”のインストラクター高田富子さん。 

高田さんは、「フラは年齢、性別に関係なく一緒に楽しめます。年齢にあった踊りがあり、子

供は子供らしく、体力のある若者は腰を落としてしなやかに。それにフラは全身を使うので

体幹も鍛えられて、健康にもとてもいいんです。自分が重ねた経験を踊りで表現できるとい

うのは魅力的です。」と語ります。 

そこで、“フラでつながるコミュニティイベント”を実施。そこで、気軽にフラの世界を楽しむワ

ークショップやステージを開催しました。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和 4年 3月 12日（土） フラダンス：北区民センター ホール 

ストローレイのシュシュ作り：北区民センター 第３会議室 

〇令和 4年 3月 13日（日） フラダンス：北区民センター ホール 

4.来場人数 延べ約 300名 

5.出演 ・ハーラウ オ リリノエ/・ハラウ フラ オ カモク オピオ オカラニ 

・ハラウ フラ オ メハナ 

6.次年度の 

 展望 

チラシやポスターを作成・配布し、地域住民への周知告知を実施して事業を広めます。 

今年度実施したワークショップのハワイアンアクセサリー「シュシュ」作りが親子に人気があ

り、当日参加もあったため、事前予約・参加人数を増やすなどを考慮します。 

また、フラを見るだけではなく、参加者を募集し、「フラ体験」を実施。フラの楽しさを体感し

てもらうワークショップを検討。「見る楽しさ」から「体験・体感する楽しさ」のある事業を実施

し、「新しいつながりの場」を提供します。 

 

添付資料⑥ 当日写真 

＜ストローレイのシュシュ作り（3月 12日＠北区民センター 第 3会議室＞ 



＜マナビバ・フラ・カンファレンス（3月 12日、13日＠北区民センター ホール）＞ 

 

 



1.事業名 浪速百景展示・講演会＜大公園の次世代を考える「扇町マナビバ」フォーラム事業＞ 

2.事業内容 大阪の昔の風景を描いた「浪速百景」２０点(景)を大判タペストリーにし、今と昔の大阪を

図版で実感。 

橋爪節也大阪大学院文学研究科教授による講演会も開催しました。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和 4年 3月 12日(土) 北区民センター 第１・第２会議室 

〇令和 4年 3月 13日（日） 北区民センター ロビー 

4.来場人数 延べ約 50名 

5.協力 ・NPO法人もうひとつの旅クラブ 

・大阪大学教授 橋爪節也氏 

6.次年度の 

 展望 

江戸後期の大坂を描いた図版集「浪花百景」の原画（１００枚の風景錦絵）を、高精度で

大判のタペストリーに施し毎年度ごとに２０点(景)程度追加して「企画展示」を実施します。 

幕末の大坂の町の様子や庶民の姿が生き生きと描かれ、後年の開発と戦災で姿を消した

川や橋も多数見られる図版を、来年度は２０点(景)を追加。大淀コミュニティセンターでの

「文化のつどい」と併催し計４０点（景）を展示。大阪の今昔を知るきっかけの一環とし江戸

時代の「古き良き大坂」にタイムスリップしてもらいながら、商都浪花の賑わいとそこで暮ら

す市井の人々の営みを一瞬の「景」でとらえた『浪花百景』の世界を読み解き、見る人が

『今のまちに求められる視点』を検証もらえる糧にしてもらいます。 

 

添付資料⑦ 当日写真 

＜浪速百景展示・講演会（3月 12日、13日＠北区民センター＞ 

 

 



 


